
腹腔内における漏れない、狭窄しない吻合法（消化管、肝、胆、膵、等）

消化管―消化管、消化管―実質臓器（膵、肝）の吻合部は腹腔内において創傷治癒が進行している部位である。近年、
様々な吻合が手縫い吻合から器械吻合に変わってきているが、手縫い吻合より器械吻合の方の狭窄が多いとの報告もあり
（吻合部の瘢痕を原因とした）、現行、漏れない狭窄しない理想的な消化管吻合が実践されているとは言い難い。本シンポ
ジウムでは、各施設において行っている吻合法を供覧していただき、創傷治癒を考慮した理想的吻合法とはどのような吻合
なのか議論を深めて頂きたい。
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